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はじめに


































































を認識する尺度には, 1 点または 1 線を認める閾値「最小視認域｣, 2 点
または 2 線を識別できる閾値「最小分離域｣, 文字を判読できる「最小可







































さらに, 字ひとつ視力が「1.0」に達するのは, 3 歳児では67％, 4 歳
になると75％, 5 歳では85％, 6 歳でほぼ100％との報告もある5)。これは,
遠見視力検査での視力値である。幼児の場合, 近見視力は遠見視力よりも
良い。
これらを考慮して, 単一視標を使って 3 歳児の近見視力検査を行う時







































































そこで, ランドルト環 (Ｃ) そのものを, 絵視標に見立てる方法を考え


































2014年 7 月 4 日に, Ｈ幼稚園において, 幼児96名（男児：49名 女児：
47名）を対象に, 近見視力検査を実施した。
【検査方法】
1. 2 週間前に, 視力検査を受ける全幼児（ 3 歳児）に絵本を無料提供
した。絵本と共に, 保護者宛に, ①「近くが見えるかの検査をしま
す」(末尾資料), ②「絵本の使い方について」の通知文を出した。
2. 視力検査では, 幼児を約10人のグループに分け, 4 列で近見視力検
査を行なった（写真 1 )。
3. まず, 両眼視力検査, 引き続き, 右眼視力・左眼視力を検査した。
片眼視力検査では, 幼児は手のアルコール消毒をして片眼を覆った。






今回の視力検査で, 視力検査不可者の割合は2.1％（ 2 人）であった
（図 1 )。
そして, 視力検査の結果, 3 歳児の視力基準値「0.5」未満は, 両眼視
力では1.1％（ 1 人), 右眼視力は3.2％（ 2 眼), 左眼視力は3.2％（ 2 眼）



























視力検査の 2週間前に, 絵本「たべたのだあれ？」を 3歳児（96人）に
配付した。保護者には「近くが見えるかの検査をする」説明書兼生活調査








































視力検査の結果は, 両眼視力が 3 歳児の基準値「0.5」に達している幼
児の割合は98.9％（93人）で, 片眼視力検査では, 右眼・左眼ともに96.8
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2 眼科医院で視力検査を受けたことがありますか はい いいえ
3 テレビやテレビゲームを 1日 2時間以上しますか はい いいえ
4 絵本・まんがを見る（読む）のが好きですか はい いいえ
5 ぬり絵・積木など手先を使う遊びは好きですか はい いいえ
6 物にぶつかることがよくありますか はい いいえ
7 夜寝るとき電気をつけて寝ますか はい いいえ
8 平日の睡眠時間は何時間くらいですか 約（ ）時間
9 休日の睡眠時間は何時間くらいですか 約（ ）時間
10 休日の外遊びの時間は何時間くらいですか 約（ ）時間
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About the Visual Acuity Test of the Infant :
A Proposal for Near-Vision Acuity Tests
to be Conducted on Children from the Age of 3
TAKAHASHI Hitomi
ETO Takashi
It is proposed that near-vision acuity tests be conducted in kindergartens
and nurseries throughout the country and that infant medical checkups should
also be carried out. This will allow early detection of and timely treatment for
children with amblyopia.
The younger the age at which these tests are carried out, the more effective
they will be. If amblyopia is detected and treated by the age of 3, most children
will be able to complete their treatment before reaching school age. This will
enable them to begin their school life without being burdened by poor eye-
sight, and contribute to a society in which all children have equal access to
compulsory education. To bring about that end, the introduction of “reliable”
visual acuity tests over a short time is necessary.
I considered the best form of visual acuity test from the standpoint of both
the infant to be tested and that of the teacher carrying out the test. In order
to ensure “reliability”, it is necessary to use the Landolt Ring eye-mark, which
meets definitions of eyesight. In addition, a picture-based eye-mark is recom-
mended, as it is more likely to gain the understanding of the infant being
tested.
Avisual acuity test will be more effective if infants have already grown ac-
customed to the Landolt Ring during play.
This picture book was devised with that aim in mind.
